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こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
視
覚
障
が
い
の

方
々
を
交
え
、
使
い
や

す
さ
や
種
類
な
ど
の
調

査
を
進
め
た
い
。

視
覚
障
害
者
用
「
音
声
コ

ー
ド
」
の
取
り
組
み
を

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
国
が
責
任
を
も

っ
て
十
分
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
要
請
し
て
い
く
。

オ
ス
プ
レ
イ
横
田
配
備
を

撤
回
さ
せ
る
取
り
組
み
を

新
規
就
農
者
の
現
状
を
問
う

本
格
的
に
農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
長

小
山　

典
男　

議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問　

平
成
23
年
３
月
定

例
会
に
お
い
て
「
今
後
の

就
農
者
に
対
す
る
町
の
考

え
は
」
と
題
し
一
般
質
問

を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、

「
意
欲
の
あ
る
若
い
世
代

の
新
規
就
農
者
に
今
後
の

展
開
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
が
、
現
在
、
そ

の
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い

る
か
も
含
め
、
新
規
就
農

者
の
現
状
に
つ
い
て
町
長

に
伺
う
。

町
長　

現
在
、
町
の
新
規

就
農
者
は
８
名
で
、
本
格

的
に
農
業
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
27
年
度
新
た

な
就
農
予
定
者
は
４
名
。

技
術
的
援
助
に
つ
い
て
は

周
囲
の
農
業
者
が
相
談
に

の
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東

京
都
農
業
会
議
を
通
じ
て

「
東
京
ネ
オ
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
」
と
い
う
集
ま
り
を
情

報
交
換
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
町
で
は
、
農

地
を
貸
し
た
い
人
に
利
用

権
設
定
を
仲
介
し
、
農
地

の
あ
っ
せ
ん
を
推
進
。
ま

た
、
新
規
就
農
者
確
保
事

業
費
補
助
金
と
し
て
年
間

１
人
１
５
０
万
円
を
支
援

し
て
い
る
。
今
後
も
関
係

団
体
や
農
業
者
と
連
携

し
、
新
規
就
農
者
を
支
援

し
て
い
く
。

農業指導を受ける新規就農者（箱根ケ崎西交差点付近の畑）

携帯・スマホ利用について
子ども主体のルール作りの取り組みを

27年度「瑞穂町児童会・生徒会サミット」を実施教育長

質
問　

近
年
、
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
す
る
小
・
中
学
生
が

増
え
て
い
る
。
連
絡
が
取

り
や
す
い
、
色
々
な
情
報

が
得
や
す
い
な
ど
利
点
も

多
い
半
面
、
ネ
ッ
ト
に
よ

る
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
依

存
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
な
ど
問
題
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
町
で
は
、

子
ど
も
達
の
携
帯
・
ス
マ

ホ
の
利
用
に
つ
い
て
「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
22
」
な
ど
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
更
に
子
ど
も
達
が
主

体
と
な
っ
た
ル
ー
ル
作
り

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
教
育
長
の
所
見
を
伺

う
。

教
育
長　

町
教
育
委
員
会

で
は
、
午
後
10
時
に
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
を
控
え
さ
せ
る

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
22
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、
新

た
に
「
瑞
穂
町
児
童
会
・

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」
を
全

小
・
中
学
校
と
連
携
し
て

実
施
す
る
。
こ
の
会
議
で

は
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
生
活

習
慣
な
ど
の
問
題
点
を
見

出
し
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
取
り
組
み
や
ル
ー
ル
づ

く
り
な
ど
を
考
え
さ
せ
る

予
定
で
あ
る
。
町
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
を

育
む
活
動
も
充
実
さ
せ
て

い
く
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
問
う

早
期
に
検
討
し
、

　
　
　

空
き
家
対
策
の
体
制
整
備
を
図
る

町
長

小
川　

龍
美　

議
員
（
公
明
党
）

質
問　

近
年
、
空
き
家
が

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
倒
壊
の
お
そ

れ
や
敷
地
へ
の
ゴ
ミ
放
置

な
ど
住
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
受
け
、
国
で
は
平
成
26

年
11
月
「
空
家
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
議
員
立
法
に
よ
り

制
定
さ
れ
、
５
月
26
日
に

全
面
施
行
さ
れ
た
。
市
町

村
は
、
「
空
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
し
て
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
保
全

や
空
き
家
の
活
用
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
町
の
対
応
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
は
町
民
か
ら
の

苦
情
・
相
談
に
応
え
、
個

別
に
調
査
を
行
い
、
所
有

者
に
改
善
を
促
し
、
す
で

に
解
決
し
た
物
件
も
あ
る
。

未
解
決
の
物
件
は
監
視
・

指
導
を
継
続
し
て
い
る
。

　

今
後
、
空
き
家
等
対
策

計
画
の
策
定
や
協
議
会
の

設
置
、
条
例
制
定
も
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

特
定
空
き
家
の
認
定
や
行

政
代
執
行
に
係
る
調
査
・

設
計
・
工
事
費
の
支
払
い

な
ど
課
題
を
整
理
し
、
町

と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
検
討
を
終
了

し
、
空
き
家
対
策
の
体
制

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

子育て支援で
　　　人口減少と高齢化にストップを

給食費無料化が人口減少の抑制になるとは思えない町長

大坪　国広　議員（日本共産党） 質
問　
　

27
年
度
の
新
入

学
児
童
・
生
徒
数
は
、
前

年
比
小
学
校
で
30
名
、
中

学
校
で
３
名
減
と
な
り
西

多
摩
８
市
町
村
の
中
で
も

一
番
減
少
す
る
結
果
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
町
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け

る
た
め
に
も
、
手
厚
い
子

育
て
支
援
策
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
町
長
、
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

問
①
　
学
校
給
食
費
を
第

２
子
以
降
無
料
に
す
る
な

ど
、
段
階
的
に
取
り
組
む

べ
き
。

町
長　

給
食
費
無
料
化
が

直
接
的
に
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
と
は
思
え
な
い
。

す
で
に
低
所
得
者
に
対
し

て
就
学
援
助
を
行
っ
て
お

り
、
無
料
化
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
。

問
②
　
医
療

費
無
料
化
を

高
校
生
ま
で

拡
大
す
べ
き
。

町
長　

社
会

保
障
制
度
は

国
全
体
の
課

題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
さ

ら
に
広
域
的

な
議
論
が
必

要
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、

町
が
実
施
す

る
予
定
は
な

い
。

問
③
　
月
額
１
万
円
支
給

の
在
宅
介
護
支
援
手
当
を

実
現
す
べ
き
。

町
長　

在
宅
介
護
者
へ
の

直
接
的
な
手
当
て
支
給
を

目
的
と
す
る
補
助
金
の
考

え
は
な
い
。

他自治体で空き家対策の一環として入居者を募った一軒家

下野　義子　議員（公明党）

1月27日に行われたセーフティ教室（第二中学校）

新しくできた「ゆめのもり保育園」で遊ぶ子どもたち（箱根ケ崎地区）


